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(記事―B)

大発見

永久機関がポケウトに ・

(ミハイル ・ドミトウルーク)

私の机の上では 「永久機関」の見本が作動 していた。それに若干の部品を加えるだけで、

電力を永久に供給するようになる。

石油や核燃料を補給する必要はない。なぜなら、その装置は無尽蔵のエネルギー源であ

る真空を内蔵 しているからである。

だが、三百年前、永久機関を否定するエネルギー保存の法則を考えついた学者たちが、

その一方で、真空がこうした性格を持つものである、とすでに考えていたのであった。

豆頁月断 α)お 亀著聖程発                               ヽ

その発明家は袋からいくつかの部品と電線を取 り出すと、それらを使って簡単な電気回

路になるようにつなぎ込んだ。ポケットにも十分収まる大きさである。だが、こんな小さ

な技術が正真正銘の奇跡を起こした。

回路にエネルギーを供給するのは、全部で七ワットの二本の棒状電池である。 しか し、

アンドレイ ・アナ トーリエヴイッチ ・メーリニチェンコは、確信に満ちた表情で、十七ワ

ットを必要とする扇風機に電線をつなげた。まず最初に、回路か らいくつかの部品を外 し、

電池を直接つなげたらどうなるか、ということを見せてくれた。扇風機はびくりとしただ

けであった。そこで、アンドレイは指で羽根を軽く突いてみた。すると、羽根はゆっくり

と回転 し始めた。どうにかこうにか電池が回 しているという様子で、回転がいつ止まって

もおか しくはなかった。

「ここで、二つの小さなコンデンサーを回路につないでみますよ。」と、発明家は、私
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の表情の変化を観察するのが楽 しみな様子で、微笑みながら言った。

次の瞬間、奇妙なことに、私の心の中では、不信感と驚きという二つの相反する感情が

膨れ上がって同居 していた。アンドレイがコンデンサーの組み込まれた回路をつなげるや

いなや、扇風機が音を立てて回り始めたからであった。それはあたかも、コンセントにブ

ラグを差 し込んだかのようであつた。

「風が起きた。」と、私は赤ん坊のように信頼をたたえた笑顔で言葉を発 した.し か し、

古典物理学を思い出 した私は、すぐに顔を曇 らせて しまった。 「まさか、こんなことが。

ほかにもどこかに電池が隠されているはずだ。」

私の言葉を受けて、発明家はこう答えた。 「疑いを持たれないようにするため、この回

路は無線技術ではよく知 られている部品を使って作ってあ ります。ほかにもどこかに電池

が隠されていると疑 うことは、誰にもできないで しよう。」

「コンデンサーがあるでしよう.」

「そうですが、これは放電 してしまったものです。容量 自体も取るに足 りません。一 ・

五マイクロフアラドです。一ワットにも満たないんです。」

「なぜ、コンデンサーが必要なのですか。」

「共鳴効果 を得るためです。」

さて、ここで話を少 し槙道にそらせなければならない。

アン ドレイ 0メ ー リニチェンコがまだモスクワ国立大学の学生であった時分、電気工学

の分野では共鳴こそ利用するべきであるのに、誰も利用 していないことに愕然 としたそう

である。百年前、偉大な発明家ニコラ ・テスラ (訳注 :Nikola Tesla、アメリカの電気工

学者。電力輸送 0無 線通信に貢献。交流発電機 0テ スラ変圧器の創案者。一八五七～一九

四三。岩波書店広辞苑より)は 、共鳴を基本 としない電気工学な どは無用の長物である、

とまで言い放 ったのであった。テスラの考えによれば、現代にまで至る電気工学分野の業

績は、そのすべてが何の価値 もないものに過 ぎないという。

テスラは、 自分の実験の中で、共鳴に基づいた電気工学の素晴 らしい可能性 を示 した。

まだ一九世紀の頃ではあったが、彼は百万ボル トの変圧器 を製作 した。周囲の電界が非常

に強かったため、放電灯を変圧器の上に持ってきただけで点灯 して しまうほどであった。

研究者の手や手が支えている部分 までもが光ったのであった.

しか しなが ら、最 も驚 くべきことは、テスラの変圧器では、入力されたよりも出力され

る方がずっと大きな力を持っているということであった。これはエネルギー保存の法則に
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矛盾する。まさにこの点が天才的なセルビア人の並外れた技術を取 り入れるための障害と

なった。テスラの作つた装置に関する驚嘆す、煮話を、後世の人々は作 り話であると考え、

実験で確かめようとさえ しなかった。

だが、メー リニチェンコは違った。実際に確かめたのであった。彼は、共鳴の実験から

着手 して、驚 くべき結果を得ることができた。メーリニチェンコが私に見せてくれたこと

によれば、共鳴に基づく電気工学では、抵抗によって約半分の電力が失われると言う。し

か し、残 りの三 ・五ワットがあれば、十七ワットの扇風機を作動させるには十分であると

いうことが分かったという。すなわち、回路が電力を五倍に増幅させるのである。

けれども、それでお仕舞いではなかった。メーリニチェンコは扇風機を回路から外すと、

次に出 したものは、六十ワットの電動モーターであった。回路を多少複雑にしはしたが、

電池の数を増やすことはしなかった。理論的には、モーターはび くりともしないはずであ

る。ところが、そうではなかった。回路をつなぐと、モーターは高速で回転 し始めたので .

あった。電力の損失分を考慮すれば、回路が電力を数十倍に増幅するのでなければ、モー

ターは回らないことになる。

とうとう、メーリニチェンコは、二本の樺状電池を使づただけで、洗濯機のモーターを

回して しまったのであつた。モーターは小気味よく回転 している。学問的には、このモー

ターを回すのに必要な力は七ワットどころではなく、その数十倍も大きくなくてはならな

レヽ c

この度肝を抜 く実験について、

真 牢 理 論 は と て も 簡 単

電気技術者であればよく知っていることであるが、モーターのスイツチを入れた瞬間に

は、かけられた圧力に対抗する向きに起電力が生 じるが、これは所謂、無効抵抗 (訳注 :

リアクタンス抵抗)と 呼ばれている。この現象は、約半分の電力を失わせる。例えば、出

力部で十ワッ トを得たいのであれば、自己誘導に対抗するために同じだけの電力を費やさ

なくてはならない。そのため、入力部では少なくとも二十ワツトが必要 となってくる。

ところが、テスラは次のことに気が付いた。電動モーターの中で共鳴が生 じるのであれ

ば、無効抵抗は消えて、有効抵抗だけとなる.モ ーターはアイロンに似ている.ア イロン

■

，

・

．

この発明家はどの ように説明 してくれるのであろうか。
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の中では暖めることだけに電力が使われる。機械的な仕事に費やされる電力はほとんど無

視できる。電力は何も失われないと見なしてよい。仕事に必要なエネルギーは、テスラが

その本質を知ることはなかった秘密の供給源からもたらぎれるのである。理論をよく理解

したわけではなかったが、テスラは共鳴を見事に利用 し、後世の人々に残 した。けれ ども、

彼 らはテスラの遺産 を作 り話であるとみな したのであった。

「本当に驚きです。今 までこんな簡単なことが技術として採用 されなかったなんて。J

と、メー リニチエンコは言った。

「おそ らく、電気工学で共鳴 というものの仕組みを説明することができなかったか らで

はないのかな。」と、私は自分の考えを述べた。              ‐

「学者 にはこのほかにも分か らないことがたくさんあります。電子、エネルギー、場な

どというものがいつたい何なのか、誰 にもまったく説明が付きません。 しか し、だか らと

いって、電気工学で発明 したものを生産に導入するのを阻む理由はあ りません。」

アン ドレイ 0メ ー リニチェンコは、ニコラ 0テ スラと同様、エネルギー保存の法則 には

何も敬意を抱 いていない。この法則を考えついたのは、三百年前の学者たちであったか ら

だ。当時、原子間の空間はまったくの真空であると考えられていた。 しか し、物理学上の

真空を満た している粒子が発見されると同時に、発明者等の日
｀
には、エネルギー保存の法

則は色褪せて映るようになった.「 真空」が物質によって構成されているのであれば、そ

こか らエネルギーを引き出すことが可能となるか らである。 「何 もない」ところか らエネ

ルギーを引き出すのである。

例えば、工学博士 アレクサン ドル ・チェルネツキーは、次のことを証明 している。物理

学上の場を用 いて 「真空 」を構成 している超軽量粒子に作用させ、それ らを一定方向に動

かす ことが可能であ り、そうなると、超軽量粒子は自分のエネルギーをより重たい電子な

どの粒子 に与 えるという。発電器の電力が四倍に増幅されたとい うことについて、チ■ル

ネツキーはこのような説明を行っている。

「違 う説明をする人々もいます。」と、メーリニチェンコは言った。 「しか し、すべて

の理論家たちの説明は、一つの点で一致 しています。それは、物理学上の真空か らは、あ

らゆるものが産み出される、ということです。この真空は厖大なエネルギーを保有 してい

ます。それを引き出 してくる方法を知 りさえすればよいだけなのです。そうしたことを可

能 として くれるのが共鳴です。これを手に入れたテスラが、 『私 は無尽蔵のエネルギー源

を発見 した』と公言 したのも、それな りの根拠があったか らです。私は彼の行ったいくつ
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‐

‐

かの実験を再現 してみて、彼の言葉にはいかなる誇張もなかったと認めるようになりまし

た。」

数本の棒状電池で一世帯分のアパニ トのすべての電力需要が賄える、とアン ドレイ ・メ

ーリニチェンコは断言した。実際、彼の家には、持ち運びには適さないが、電力を数十倍

に増や してくれる装置があるという。その装置を用いれば、一本の電池で部屋の照明用の

普通のランプが点灯 し、もう一本の電池で洗濯機のモーターが快適に回り、そ して、三本

目の電池で放電 した別の電池の充電ができるという。

私は実験を垣間みただけだが、すべてはとても簡単そうに思える.電 気回路を共鳴する

ように調整 し、あとは物理学上の真空が持っているただのエネルギーをスコップで掬い集

めるだけである。だが、メーリニチェンコが特許の照会を したところ、ヨーロッパでも、

アメリカでも、日本でも、今日まで誰も電気工学分野で共鳴を利用 しているところはない

という。エネルギー保存という 「科学」法則が強烈な影響を与えているため、学者たちは

禁断の分野を研究 してみようとはしないのである。

そ、うではあっても、敢えて踏み込んだ者は、まぎれもない奇跡を起 こすことができる。

アンドレイ ・メーリニチェンコは自分に賛同 してくれる者に、貴重なアイデアをそっと耳

打ち してくれた。 「余分な」電力を蓄電池の充電に利用 したならば、後でそのエネルギー

を回路に流 して使うことができる。この蓄電池が放電 し終わるまでの間に、別の蓄電池が

充電されるので、放電した蓄電池と充電された蓄電池 とを入れ替える.こ のような装置で

はエネルギーを自給自足でき、余ったエネルギーで仕事をさせることが可能となる。こう

した装置こそが、永久機関なのである。   ・

誰 か ら 引 選r出
｀
す の か ?

素晴 らしいことだ。初等 レベルの物理の授業を受けた者なら、永久機関を作って、ただ

で無限のエネルギーを得ることができる。燃料危機やエネルギー危機などは過去のものと

なろう。地球上には幸福な暮 らしが訪れる ・・・

こんなことをアン ドレイ ・メーリニチェンコは無邪気に夢見ている。彼はモスクワ中央

で発行されている新聞や雑誌の編集部を訪ね歩いては、自分の実験を披露 し、彼の作った

発電器を無料で宣伝 してくれるように頼んでいる。こうするメー リニチェンコの心情はよ
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く理解できる。以前、軍事機密に関連 した研究所で働いていたこの物理学者は、研究所の

閉鎖によつて職を失ったため、自分の発見を認めてもらおうと躍起になっているのである。

私はもうひとつ質問をしてみた。 「ところで、このスーパーマシーンのエネルギーがど

こから引き出されるのかについては、考えてみましたか。物理学上の真空の理論を開発 し

た学者たちが、すべての空間や、あなたや私を含むすべての物体にはマイクロレプ トンの

ガスか、またはエーテルが満ちているということを証明しています。これらの超軽量の粒

子は、私たちの身体を構成 している電子や原子に負けず劣らず、生体にとっては不可欠な

ものなのかも知れません。身体からそうした 「繊細な物質 」を汲み上げると、生身を引き

裂くようなことになりはしませんか。また、あなたが作った共鳴器が高エネルギー粒子を

放射 し、人間の 「場 」の遮蔽に悪影響を与え、病気を誘発 したりすることはなしヽでしょう

か 。 」

発明家はこう答えた.「 私は理論に強い方ではありません。実用的な結果を得ることに .

成功 しただけです。この永久機関をどう使 うかについては、学界や産業界の トツプに立つ

人たちに決めてもらいましょう。」  
・ ・́     ・  ・

さて、誰か応してくれる人はいないだろうか。

写真 :発明家A.メ ーリニチェンコと彼の作らた 「永久」機関

(写真 :キ リール ・ボレノイ)
＼

照会先電話番号、モスクワ :(095)257-35-15
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